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自民党 54人
民進党 19人
公明党 8人
共産党 5人
市民ネット・社民・無所属 4人
護憲保守の会 1人
千葉県民の声 1人
いんば無所属の会 1人
かとり無所属の会 1人
我孫子無所属の会 1人
 定数95人 現員95人
  （平成２8年10月18日現在）

ちば県議会だより  平成28年［2016年］11月5日（土曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は平成29年2月5日の予定です。

▼
館
山
市
坂
田
地
区
の
残
土
埋
立
事
業

▼
木
更
津
駐
屯
地
オ
ス
プ
レ
イ
整
備

拠
点

▼
汚
染
土
の
公
共
事
業
へ
の
再
利
用

▼
沖
縄
県
東
村
高
江
へ
の
機
動
隊
派
遣

▼
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

▼
県
立
市
野
谷
の
森
公
園

市民ネット・社民・無所属

小
こ

宮
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きよ

子
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 議員
（流山市）

　

天
正
八
年（
一
五
八
〇
）か
ら
、二
九
四
年
間
に
わ
た
り
学
問
所
が
お
か
れ
た

寺
で
す
。
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
杉
の
巨
木
に
囲
ま
れ
、飯
高
寺（
は
ん
こ
う
じ
）

境
内
全
体
が
県
指
定
史
跡
に
、講
堂
・
鐘
楼（
し
ょ
う
ろ
う
）・
鼓
楼（
こ
ろ
う
）・

総
門
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
講
堂
は
、慶
安
四
年（
一
六
五
一
）に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、重
要
文
化

財
の
建
物
で
は
県
内
一
番
の
大
き
さ
で
す
。
境
内
は
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ

に
も
使
用
さ
れ
、た
び
た
び
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通　

 

銚
子
連
絡
道
路
横
芝
光
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
二
十
分
。
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
総
武
本

線
八
日
市
場
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
十
五
分

問
い
合
わ
せ
先　
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▼
財
政
問
題

▼
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

▼
千
葉
県
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

▼
成
田
空
港
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化

▼
児
童
虐
待
防
止

▼
元
気
な
高
齢
者
の
活
躍

自 民 党

大
おお

松
まつ

　重
しげ

和
かず

 議員
（旭　市）

▼
障
害
者
の
尊
厳
を
守
る
社
会

▼
県
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
と
防
災

▼
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
尊
重

▼
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

▼
空
き
家
対
策

▼
少
人
数
学
級
の
実
現

民 進 党

石
いし

井
い

　宏
ひろ

子
こ

 議員
（君津市）

▼
防
災
対
策

▼
フ
ー
ド
バ
ン
ク
支
援

▼
耕
畜
連
携
の
推
進

▼
が
ん
対
策

▼
千
葉
県
版
政
労
使
会
議

▼
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
進
学
支
援

公 明 党

横
よこ

山
やま

　秀
ひで

明
あき

 議員
（八千代市）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢（
八
ッ
場
ダ
ム
建

設
）

▼
県
内
経
済
と
公
契
約
条
例
の
制
定

▼
地
震
対
策（
住
宅
の
耐
震
化
）

▼
生
活
保
護
行
政

▼
盤
洲
干
潟
な
ど
自
然
環
境
の
保
全

▼
北
総
鉄
道
の
高
運
賃
問
題

共 産 党

丸
まる

山
やま

　慎
しん

一
いち

 議員
（船橋市）

※ 

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
項
目

は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

代
表
質
問

　

九
月
定
例
県
議
会
は
、九
月
二
十
一
日
に
招

集
さ
れ
、十
月
十
八
日
ま
で
の
二
十
八
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続
き
、

平
成
二
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議

案
十
七
件
、報
告
十
七
件
及
び
決
算
認
定
に
つ

い
て
が
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明

と
県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
八
日
の
質
問
初
日
に
は
、議
員
発

議
に
よ
る「
千
葉
県
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
及
び
心
肺

蘇
生
法
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
条
例（
以
下

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
条
例
」）」及
び「
千
葉
県
自
転
車
の
安

全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例（
以

下「
自
転
車
条
例
」）が
上
程
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
提

出
者
の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
八
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
た
代
表
質
問
及
び
一
般
質
問
は
、二
十
三
名

の
議
員
が
登
壇
し
、財
政
問
題
を
は
じ
め
、地
震

対
策
、防
災
、医
療
問
題
、環
境
問
題
、道
路
問

題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

十
月
三
日
に
は
、「
北
朝
鮮
に
よ
る
五
度
目
の

核
実
験
に
対
す
る
抗
議
決
議
」が
上
程
さ
れ
、可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、十
月
七
日
か
ら
四
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、付
託
さ
れ
た
議
案
・
請

願
・
発
議
案（
Ａ
Ｅ
Ｄ
条
例
・
自
転
車
条
例
）に

つ
い
て
具
体
的
・
専
門
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
終
日
に
は
、各
常
任
委
員
会
委
員
長
の
審

査
結
果
報
告
、討
論
が
行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、

議
案
及
び
発
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、議
員
発
議
案（
意
見
書
）二
十
二
件

が
上
程
さ
れ
、そ
の
う
ち
七
件
を
可
決
し
、今
定

例
会
に
付
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
案
件
の
審
議
を

終
了
し
ま
し
た
。

九
月
定
例
県
議
会
の

あ
ら
ま
し

飯
いい

高
だか

檀
だん

林
りん

跡
あと

（飯
はん

高
こう

寺
じ

）
（匝瑳市飯高1789）

九
月
二
十
八
日（
水
）

九
月
二
十
九
日（
木
）

九
月
三
十
日（
金
）


